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学生の概況について



3学生の概況について① ― 地域別分布 ―

2026年4月学部入学者の
出身校の地域別分布

2026年4月学部入学試験の
都道府県別志願者数・入学者数

⚫ 地元地域（東北地方）出身者は３割程度。

全国各地の幅広い地域から入学

⚫ 2026年度は全国46都道府県から入学

者有り

東北大学は全国の受験生から選ばれている



4学生の概況について② ― 住居区分 ―

学生の住居の種別

⚫ アパート・マンション、東北大学の寄宿舎など約85%の学生が

自宅以外からの通学となっている

⚫ 自宅から通学している学部学生は約15％

（平成29年度「東北大学学生生活調査」より）



5

教育について



1年生の間にTOEFL ITP®テスト550点に到達
する学生の割合は、4年間で約１０％増加

6教育の取組み①
― 研究型総合大学の豊かな教育資源で「学び方を学ぶ」 ―

専門分野の枠を超えた
幅広い教養知識

国際共修：
文化や言語の異なる
学生同士による協働学修

普遍的教養と現代的リベラルアーツ

自ら課題を発見し解決する
研究者としての基礎能力

同時に
修得

0.0%

5.0%

10.0%

15.0%

20.0%

25.0%

2022
(Dec)

2025
(Dec)

TOEFL ITP®テスト
550点以上取得者の推移

英語：一般的学術目的のた
めの英語力を育成自然科学総合実験：

自然現象理解のための
実験・観察の第一歩

学問論：
学部1年生全員が参加、他学部学生との
グループワークで自身の知的好奇心を探求

文理・分野横断型の協働学習

13%

24%

25%

20%

15%

10%

  5%

  0%



7教育の取組み② ― 東北大学挑創カレッジ ―

意欲ある学生の学びを支える（東北大学挑創カレッジ）

➢ 学部学生を対象に５テーマのプログラムで構成
➢ 学生の「挑むこころに応え、創造力を伸ばす」実践教育
➢ 学部に関係なく興味に応じて受講が可能

TGLプログラム
（グローバルリーダー育成プログラム）

CDSプログラム
（コンピュテーショナル・データサイエンス・プログラム）

TELプログラム
（企業家リーダー育成プログラム）

SDGsプログラム

TU PluSプログラム
（プルリリンガル・スタディーズ・プログラム）

◆プログラム修了者には東北大学公認の「オープンバッジ」発行
⇒ 学位以外に獲得した知識やスキルを証明するもの
⇒ 就職活動時などに活用

你好

¡Hola!

文学部ですが、数理・データ・AIにも
興味があり、CDSを修了しました。

工学部生です。将来フランスの大学院
へ留学したいので、TU PluSプログラム
でフランス語を学びます。

就職活動を見据え、TELプログラムでキャリア
パスデザインを学び、また、SDGsにも深い関心を
持ち、関連する２つのプログラムを修了しました。

受講者、修了者の声



8教育の取組み③ ― つまずきを減らす ―

全学教育における修学のつまづきを減らす取組み

➢ 授業に出席できていない学生を早期に把握し、状況把握、修学指導を行う体制整備

⚫ 関係部署で情報共有、状況把握、
学生への修学指導実施

⚫ 結果を報告のあった授業担当
教員へフィードバック

教員、事務、学生相談所等が連携し、学生の学びを支援

⚫ 必修科目で連続2～3回欠席し
た学生について教務課へ報告

⚫ フィードバックを踏まえ授業を
実施

授業担当
教員

教務課
所属学部

状況に応じて教員等へ
助言等

学 生
相談所

学生



9教育の取組み④ ― 保護者等への成績通知について ―

学務情報システムでの成績確認イメージ

修学指導の一環として、学生の単位修得状況を保護者等の皆様へお知らせ

第１学期（４月～９月） ⇒ １０月に確認

第２学期（１０月～３月） ⇒ ３月に確認

PC・スマートフォンから
学務情報システム（UNIPA）で確認
（入学時にお知らせする保護者等ID・パスワードでログイン）

学部学生の保護者等のみ
（大学院学生の成績通知は行っていません）

⚫ 成績は「個人情報」

⚫ 保護者等であっても学生の同意が
ない場合は成績を確認不可

①学務情報システムにログイン
②「教務」 → ③「成績照会」の順にクリック

科目名 単位 評価 年度 学期

学問論 2 AA 2026 前期

展開学問論 1 A 2026 後期

倫理学 2 AA 2026 前期

線形代数学 2 C 2026 後期

成績照会 学籍番号 氏 名

単位修得状況 学籍番号 氏 名

科目分類 修得単位数

全学教育科目 20

学部共通専門科目 4

コース共通専門科目 2

・
・

＜確認の時期＞

＜確認の方法＞

＜ 対 象 ＞

＜留意点＞

・
・

学生同意率
70.1%



10教育の取組み⑤ ― 外国人留学生と共に学ぶキャンパス ―

⚫103ヵ国・地域から集う学生と学ぶ環
境の中で、異文化理解力、協働力、課
題解決力を育成

⚫国際性豊かな学修環境を通して、専門性
と人間性を育む

（2026年5月1日現在）

外国人留学生数：2,351名／105ヵ国・地域

中国 1,297 タイ 66

インドネシア 159 アメリカ合衆国 53

韓国 83 インド 49

フランス 83 ベトナム 33

台湾 76 その他 452

多様化が加速するキャンパス国際共修授業

⚫ 文化や言語の異なる学生が協働学習を

行う「国際共修授業」を国立大学最大

規模で開講（2025年度：82科目）

⚫ グループワークやプロジェクトを通じ、

多様な視点と実践的な課題解決力を育

成

⚫ 異なる背景を持つ学生との学びを通じ

て、国際性と協働力を養成

国際共修授業の風景



➢ 深い専門知識と課題発見・解決能力を基盤に、
新たな知を創造・活用

➢ 社会変革や学術発展、国際的ネットワーク構築を
主導し、社会全体の成長・発展をけん引

博士人材活躍プラン ― 文部科学大臣からのメッセージ ―

2

学士号取得者の博士号取得者割合 博士後期課程学生の就職率

2040年における人口100万人当たりの博士号取得者数を

世界トップレベルに引き上げる（2020年度比約３倍）
国 の 目 標

2020年

2030年

2040年

2.7%

5.0%

8.0%

2023年

2030年

2040年

70%

75%

80%

博士人材育成

目標・指標

11

博士人材

社会的背景

必要性

➢ 社会的課題の高度化・複雑化が進展

➢ 課題解決を担う博士人材の育成・活躍が重要

（令和6年3月26日）



教育の取組み⑥
― 大学院における横断型学位プログラムについて ―

国際共同大学院プログラム 産学共創大学院プログラム 学際高等研究教育院

国内外の企業・研究機関とのインターン
シップやPBL研修などの共創により、社

会的課題の解決に挑戦して社会イノベー
ションをもたらせる人材を育成します

異分野の融合領域における新たな研究分
野の研究成果を基盤とした教育により、
次世代のアカデミアを担う学際分野の若
手研究者を養成します  

海外大学と強い連携のもと長期の海外
留学や短期研修などの国際共同教育を
実践することにより、グローバル人材を
育成します    

多様な知を結びつける分野横断型の大学院教育・学位プログラムを展開

環境・地球科学

データ科学

宇宙創成物理学

生命科学（脳科学）

機械科学技術

日本学

材料科学

災害科学・安全学

統合化学

スピントロニクス

国際共同大学院プログラム

人工知能エレクトロニクス

変動地球共生学

グリーン×デジタル

産学共創大学院プログラム
未来型医療創造

学際高等研究教育院

食科学

文
学

教
育
学

法
学

経
済
学

理
学

医
学
系

歯
学

薬
学

工
学

農
学

国
際

文
化

情
報

科
学

生
命

科
学

環
境

科
学

医
工
学

研究科を横断的につなぐ学位プログラム

12



教育の取組み⑦
― 大学院（博士課程）のキャリア開発・支援について ―

社会で求められている能力・人材

研究力
（専門性）

トランス
ファラブル
スキル

（汎用スキル）

ア
カ
デ
ミ
ア
や
産
業
界
で

さ
ら
な
る
活
躍
へ

➢正解のない問題、道筋の与えられない課題に対して、

知恵と工夫で解決する力

➢課題の本質を見抜き、社会にイノベーション（変革）
を引き起こす力

✓ 国際社会で専門家として活躍するためにPh.D.(博士号)必須

✓ 日本の産業界でも博士人材への大きな期待

博士人材のスキル養成・多様なキャリア支援

海外有力大学等への留学・国際共同研究 産業界との連携：インターン・ジョブフェア

博士人材の資質・能力を獲得

海外研究留学
研究
インターンシップ

ジョブフェア

実務家教員による
個別キャリア相談／リアルトーク

トランスファラブル
スキル

13



大学院（博士課程）への経済的支援

2026年度：新たな博士学生への総合的な支援パッケージの開始

対象学生 生活費支援（年額） 授業料免除（年間） 入学料免除

【学位プロ枠】

学位プログラム等に
所属する博士学生

日本人学生等 ２４０万円 ５３.６万円 ２８.２万円

留学生 ２４０万円 ５３.６万円 －

【一般枠】

学位プロ枠以外の
博士学生

日本人学生等 １２７.２万円 ５３.６万円 ２８.２万円

留学生 １２７.２万円 － －

東北大学高等大学院LEAPプログラム
(TU-AGS LEAP Program)

⚫原則、博士学生は生活費支援を受給

⚫日本人学生の博士課程の授業料を全額免除

大幅に予算拡充

全ての博士学生を支援

経済的支援の対象学生及び分類

14



15教育情報の公表 ― 卒業（修了）率・退学率・留年率 ―

学部・修士課程

 卒業率・修了率は 約９０％

【学部】

修了

90.0%

退学等

3.3%

長期履修

0.8%

留年

5.9%

修了

59.9%

退学等

7.6%

長期履修

4.4%

留年

28.1%

【前期２年・修士・専門職】 【後期３年・博士】

卒業

88.2％

退学等

1.7％ 留年

10.1％



16本学に対する社会からの評価

多様な観点から注目される東北大学

出典：大学ランキング2027年版（朝日新聞出版）

コロナ対応が上手だった！
面倒見が良い！
改革力が高い！
注目する学長！

国立大学

第1位

朝日新聞
大学ランキング

入学後、生徒を
伸ばしてくれる大学

第1位

THE
日本大学ランキング

第1位

2026年

6期連続 1位

朝日新聞
大学ランキング

高校からの評価 総合評価

第1位
2006～21年の調査期間中

総合 1位 を 15回

朝日新聞
大学ランキング

学長からの評価/
総合的に注目(教育＋研究)

第1位
2027年

10年連続 1位

2027年

2027年

3年連続 1位

教育力で高い
研究面で注目
入学者選抜が工夫されている
改革力が高い
生徒に人気がある



17

充実したキャンパスライフについて



18２０２６年度 学生イベント

スプリング フェスティバル 大学祭

新入生歓迎会

例年約30,000人来場

4月：新入生歓迎会（体験入部、活動紹介）



19課外活動について① ― 学友会 ―

〇サークル・学生団体の総称。総務部、文化部、体育部、報道部で構成

〇学友会所属の団体は約190団体、延べ10,000人以上の学生が加入

学部を超えた交流、社会性・協調性・リーダーシップの育成

学 友 会

学部生の8割以上

その他、海上運動会（ボートレース）や表彰式を開催「Japan Dancers‘ Championship2025 FINAL」第3位

2025年度の活躍①



20課外活動について② ― 全国七大学総合体育大会（七大戦） ほか―

2025年度の活躍②

囲碁部：日本代表選出 国際大会3位 フライングディスクサークル：日本代表選出
国際大会2位

乗馬部：全日本学生馬術大会2025 優勝

・七大戦とは・・・旧帝国大学（北海道大学、東京大学、名古屋大学、京都大学、大阪大学、九州大学）で競う総合体育大会
・今年度は九州大学で開催、総合優勝奪還を目指し、現在まい進中

全国七大学総合体育大会（七大戦） 最多16回の総合優勝



21

卒業生・修了生の主な進路について



22本学を卒業・修了した学生の主な進路

卒業・終了後の進路 2024年度卒修者実績

学部 大学院

進学
17%

一般企業等
58%

公務員
15%

その他
10%

文・教育・法・経済学部

進学

88%

一般企業等

8%

公務員 1%

その他 3%

理・薬・工・農学部

臨床研修医等

93%

病院・一般

企業等…

その他…

医・歯学部

進学

40%
病院・一般

企業等

59%

その他 1%

医学部保健学科

産業別就職先（学部）

1位 情報通信産業

2位 金融業・保険業

3位 医療・福祉

4位 製造業

5位 地方公務員

産業別就職先（大学院）

1位 製造業

2位 情報通信産業

3位 医療・福祉

4位 教育・学習支援業

5位 学術研究・専門・技術サービス業

理系学部：約9割が大学院へ進学

進学

17%

研究機関・一般企業等

73%

その他

10%



23就活生へ保護者としての基本的スタンス

「良かったこと」ランキング 割合

1位
普段と同じ態度、見守り役、聞き役に徹してく
れた

39.9 ％

2位 個性を尊重し、自分の活動を肯定してくれた 39.2 ％

3位 励まし、癒し、心の支えになってくれた 37.6 ％

4位
物質的援助をしてくれた （スーツなど就職活
動に必要な物の用意、等）

37.0 ％

5位 食事面、生活面の援助をしてくれた 35.5 ％

「嫌だったこと」ランキング 割合

1位 志望業種について意見された 12.6％ 

2位
ライフプラン、キャリアプランについて意見さ
れた

8.6％ 

3位 就職活動の進め方について意見された 8.4％ 

4位 志望職種について意見された 8.2％ 

― 特にない 64.1％ 

就活生が親にしてもらって

出典：就職みらい研究所『就職プロセス調査2026年卒 2025年12月1日時点』より抜粋

保護者としての基本スタンス

経済支援 心理的支援 キャア支援室の紹介
交通費、スーツ・シャツ
クリーニングなど

信頼できる情報

✕ 無関心無責任
✕ 過保護、価値観の押し付け

保護者による「適切な支援」

大人としての意思を尊重する

2025.11 開催 秋の企業Dayの様子

人生の先輩として
適度な距離感
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学生へのチャレンジ応援について



25国際体験の促進 ― 海外派遣プログラム ―
詳しくは
末松教授から

【安全対策】

⚫「東北大学生のためのセーフティハンドブック」を配布

⚫渡航前のオリエンテーションで現地でのリスク回避能
力を高める指導を実施

【ラーニング・アグリーメント（単位認定事前確認）】

⚫留学先での修得単位を卒業単位として認定、「4年間
での卒業」が可能

【経済支援】

⚫留学先授業料の大半を大学が負担（短期海外留学）

⚫留学先機関での授業料は不徴収（交換留学）

⚫給付型奨学金(8万円～12万円/月)を支給（条件を満
たす場合）

主な海外留学プログラム

短期海外留学
プログラム

• 語学研修・文化交流等

• 対象：全学部学生

• 期間：２～５週間程度（夏・春）

• 留学先：アメリカ、カナダ、イギリス、
マレーシア等

交換留学
プログラム

• 専門科目履修、研究等

• 対象：全学部・大学院学生

• 期間：１学期～１年間

• 留学先：38ヵ国、244大学
（2026年5月現在）

• 修得単位を本学の単位として認定
可能



26

物価高騰の影響・対応について



27学生生活の充実に向けた取組

ほぼ毎日

77%

大学基金や萩友会、民間からの支援を最大限に活用し「食」を提供!!

100円朝食 (健康な生活リズムの確立)

50円頭脳ドーナツ （学習・リフレッシュ支援) 年間10,000個を販売

協賛

300円学生応援晩御飯 (満足感のある特別メニュー)

夏：国際交流企画 「世界のごはん」を計画中。 秋：マグロ解体ショーおよび特別メニューの提供を計画中。

春は5月7日から17日間の開催。秋は18日間の開催を予定
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危機管理への対応について



29危機管理への対応① ― 健康管理・相談窓口 ―

保健管理センター 学生相談・特別支援センター

特別支援室(専門の相談員)

医師(2名) 歯科医師 看護師(5名) 薬剤師
検査技師 放射線技師 歯科衛生士 管理栄養士

スタッフ

看護師や保健師、心理カウンセラーなどの専門スタッフに相談

学外相談窓口(T-PEC)

学生の健康を保持・増進

定期健康診断

放射線健診

☞ 健康診断証明書発行

有機溶剤健診 栄養相談

健康に関する種々の業務

健康相談及び診療 不慮の事故による怪我等の処置

学生相談所

目 的



30危機管理への対応② ― トラブルへの対応（学生生活・アルバイト等） ―

啓発リーフレットの作成・公開

性 格

人間関係

学 業

将来の進路

こころの健康

➢ 学生生活の様々相談に対応

➢ 臨床心理士を配置

宮城県警と協定締結 学生相談所
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１．総合防災訓練

危機管理への対応③ ―“もしも”に備え、学生の学びと生活を守る―

３．緊急地震速報を学内の主要施設に配備 巨大地震に備えた館内放送などの啓蒙

災害時の冷静な判断力

４．大規模災害に伴う経済支援 奨学金の申請受付

✓学生の安全確保を最優先に、防災・危機管理体制を整備 ✓災害への備えを通じて、自ら考え行動できる力を育成

安全・安心と学びを支えるために

学生／教職員東北大学

２．Emergency Call（緊急連絡／安否確認システム）

①安否確認、緊急連絡の発信 ②大学からの連絡を受信

④安否の回答状況を確認 ③安否の状況を回答

安否確認 情報発信

迅速な対応
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ご清聴
ありがとう
ございました
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